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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、务位な立場にいる人たちに対する支援や格差の解消に関する意図・判断を規定する

心理学的要因を同定するとともに、研究で得られた社会心理学的知見に関する社会介入の実現

性や介入がもたらす倫理的問題を検討し、社会心理学の基礎研究を、実社会の問題解決や制度

設計に生かすことを目指した「処方的研究」へと展開するための方法論について議論する。 

 

研究成果の概要（英文）： 

This study examined the determinants of attitudes toward under-privileged.  More 

specifically, it focuses on the intention of support provision and attitude toward the 

governmental intervention to reduce the inequality.  Furthermore, the study discusses the 

contribution of social psychological knowledge to solve the real world problems such as 

inequality, the ethical issues concerning the application of the knowledge, and the 

methodology of the prescriptive studies whose major thrust is to provide with the practical 

guidance for social system planning to solve the problems in our society.   
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１．研究開始当初の背景 

現在の社会は、国や地域、職業、性別、
学歴、年齢、社会階層など、個人を定義す
る諸属性により社会から得ている評価や資
源に差があり、不平等さ・不公正さが生じ
ている。このような状況では、务位な立場

の人たちに対する支援や不平等・不公正を
解消するための方策が、個人の行動・公共
の政策の両方で求められる。特定の集団に
対する差別意識の解消や、务位な立場の人
たちへの個人的・組織的支援や、公的な支
援策・優遇策などが具体的な事例の典型と

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2006  ～ 2009  

課題番号：18330133 

研究課題名（和文）格差社会での協同：格差解消に至る基礎過程の解明と処方的研究への展開                     

研究課題名（英文） How to promote cooperation in an unequal society: Extending the 

findings of studies of basic psychological process to prescriptive studies. 

 

研究代表者 

氏名： 唐沢 かおり 

東京大学・大学院人文社会系研究科・准教授 

 研究者番号：50249348 



 

 

して挙げられるが、不平等さや不公平さに
対する人々の認知や評価、達成したい状態
に対する要求がおかれた立場により異なり、
両者ともに納得のできる公正な社会状況を、
協同して構築することがときとして困難と
なっている。 

この問題に対して、本研究は、社会心理
学の知見を適用し、人々の協同にかかわる
態度の規定要因を明らかにしようとするも
のである。具体的には、不平等・不公平か
ら支援や協同への過程を論ずるという点で、
社会的公正や道徳的判断と支援に関する研
究(Weiner, 2005 等)、相対的剥奪観や相対
的特権理論研究（Walker & Smith, 2002

等）を基盤とし、優位・务位な立場にある
集団認知を扱った偏見・ステレオタイプ研
究、立場の異なる集団間での認知や動機・
行動を扱った集団間関係研究の理論や知見
にのっとっている。 

また、本研究の構想や具体的検討課題は、
国内外の先行研究に加えて、研究代表者が
こ れ ま で 実 施 し て き た 集 団 間 支 援
（Karasawa,2002 他）、不公平さ認知と支
援（唐沢,2003）、ステレオタイプ判断（野
寺・唐沢 ,2005 など）、社会的支援（唐
沢,2001,2004）に関する研究で得られた知
見に基づくものである。これら国内外の研
究や自らの研究は、いずれも不公正、偏見、
集団間関係など、社会問題となる諸現象を
出発点とし、そこに関与する社会的情報処
理過程の解明を目指すものである。本研究
は、格差から協同までの過程に関与する、
認知・感情・動機づけ変数の関係と情報処
理特性を解明しつつ、社会心理学の知見が
社会問題に寄与する道を探るものであると
同時に、社会的認知を中心とする基礎的研
究知見から処方的研究への展開を目指して
いる。 

 

２．研究の目的 

本研究は、不平等・不公正が存在する社会
を「格差社会」と定義し、务位な立場にいる
人たちに対する支援や格差の解消に関する
意図・判断を規定する心理学的要因を同定し、
優位な立場・务位な立場の両者が格差解消に
むけて協同するために必要な条件を検討す
ることを目的としている。また、研究で得ら
れた社会心理学的知見を、格差に関わる問題
解決に役立てる可能性について、社会介入の
実現性や介入がもたらす倫理的問題の観点
から検討し、社会心理学の基礎研究を、実社
会の問題解決や制度設計に生かすことを目
指した「処方的研究」へと展開するための方
法論の確立をめざす。 

 

３．研究の方法 

研究は、(1)優位・务位な立場間での格差

認知バイアスと支援意図、(2)協同にかかわ
る基礎的な社会的認知過程の検討、(3) 支援
促進や格差解消を促進する社会介入の可能
性と倫理的・方法論的問題の検討の、3 つの
サブプロジェクトから構成した。各サブプロ
ジェクトの具体的な方法については次の通
りである。 
(1)優位・务位な立場間での格差認知バイア
スと支援意図 

優位な立場から务位な立場にある他者、他
集団に対する支援意図を規定する要因を、実
験、調査、アーカイブデータの 2次分析によ
り解明した。実験は、仮想世界ゲームを用い
て、優位・务位集団を作り、ゲーム内におけ
る支援意図とその規定要因を検討した。調査
は、高齢者・女性の就労に関わる態度を検討
対象として、一般市民をサンプルとした。ア
ーカイブデータによる 2 次分析は、
SSJDA(Social Science Japan Data Archive)
から、1990 年以降で、個人を対象とする、生
活保障の責任帰属と社会保障政策に対する
態度の変数を含む３調査を選択して、分析対
象とした。 
（2）協同にかかわる基礎的な社会的認知過
程の検討 

基礎的な社会的認知過程として、自己制御、
説得的メッセージ理解、ステレオタイプ的判
断を対象として、実験室実験を実施した。自
己制御に関しては、制御資源および制御焦点
を操作し、制御行動や感情活性への影響を検
討した。説得的メッセージ理解については、
情動的メッセージの効果を、メッセージ後の
反芻思考や、怒り・恐怖喚起の観点から検討
した。ステレオタイプ的判断に関しては、存
在脅威と平等主義的規範の活性の影響を、性
役割ステレオタイプ活性を題材に、IAT を用
いて、検討した。 
(3) 支援促進や格差解消を促進する社会介
入の可能性と倫理的・方法論的問題の検討 

定期的な研究会に加えて、社会心理学会な
ど、関連する学会において、ワークショップ
やシンポジウムを開催し、議論を行った。 
 
４．研究成果 
(1)優位・务位な立場間での格差認知バイア
スと支援意図 

格差の大きさや質の認知におけるバイア
ス・格差の根拠や正当性に関する原因や責任
帰属における認知バイアスの存在、支援意図
の規定要因を明らかにするために、仮想世界
ゲームによる実験的検討、一般成人を対象と
した調査、アーカイブデータの 2次分析を行
った。 
①仮想世界ゲームによる実験 

有利な立場にいる人たちの不公平さの認
知が他集団に対しての支援的態度に与える
影響を、責任帰属と罪悪感の媒介的役割に着



 

 

目して検討した。仮想世界ゲームは 2つの豊
かな地域と 2つの貧しい地域から構成されて
おり、貧しい地域に所属する参加者がゲーム
内で生存するためには豊かな地域からのサ
ポートを得ることが重要である。豊かな地域
に所属した参加者からのデータをパス解析
により分析した結果、不公平さの認知が、貧
しい地域の苦境に対して自分たちの地域が
責任を持つという認知につながり、罪悪感を
喚起した。さらに、罪悪感が友好的な関係志
向につながり、そのような関係志向が支援的
態度を高めた。このような結果は、罪悪感が
実際の相互作用を伴う状況でより重要な役
割を果たす可能性や、罪悪感の起源を視野に
入れた研究の必要性を示すものであった。 
②調査研究 
一般成人をサンプルとして、高齢者や女性

の就労環境を対象に、失業や就労が困難であ
ることの責任帰属、共感、立場取得、政治的
態度、ステレオタイプ的信念の影響を検討し
た。分析の結果、責任帰属は、社会的・個人
的責任・運命的原因から構成されていること
が確認された。また、ネガティブなステレオ
タイプや保守的な政治的態度を持つほど、失
業や就労の困難さの原因が社会的原因より
も個人的原因に帰属されることが示された。
また、個人的原因への帰属は怒りを増加させ
る一方、社会的原因は、同情と失業支援政策
への賛意や就労促進政策への賛意を増加さ
せた。さらに、高齢者に対しては、高齢者の
立場を想像するほど、若年層は高齢者に対し
てネガティブな態度をとることが示された。
これは、高齢者を想起することで喚起される
「老い」への恐怖が、高齢者に対する拒絶的
反応を促進した結果と解釈される。 
③社会調査データの二次分析 
一般的な弱者支援を対象として、人々が社

会保障政策に対する態度を決定する過程を
解決責任の観点から検討した。分析の結果、
低所得者は高所得者よりも、社会保障の対象
となる人々の生活を保障する政府の責任を
重く判断し、社会保障政策を支持することが
明らかになった。 
(2)協同にかかわる基礎的な社会的認知過程
の検討 
協同に関わる社会的認知過程として自己

制御過程、説得的メッセージ理解過程、ステ
レオタイプ的判断過程に焦点をあて、実験的
検討を行った。 
①自己制御過程に関する実験 
制御資源、制御焦点や感情活性を検討の対

象とした。プライミングの手法を用いて，予
期感情と制御資源の影響を検討した実験で
は、制御資源を持つ被験者は，予期感情の種
類に関わらず自己統制に成功する一方、制御
資源を制限され，かつ，長期的ネガティブ感
情をプライミングされなかった被験者は，自

己統制に失敗したことが示された。さらに、
自己制御に必要とされる感情活性が、制御課
題遂行以前においても、制御焦点に影響され、
促進焦点時には、喜びや落胆、予防焦点時に
は、安心や動揺が優勢になることが示された。 
これらの結果より、自己利益の抑制やジレン
マ事態での自己統制が必要とされる協同場
面において、その成功・失敗に、感情予期が
関与していることが示されると共に、制御資
源の確保や、制御焦点の操作が、協同の成功
を促進する可能性が示唆された。 
②説得的メッセージ理解についての実験 

情動的メッセージの効果に焦点を当てた
研究を実施した。メッセージ反芻による思考
の影響を検討する実験では、反芻思考の効果
は、情動的なメッセージを与えられた場合の
ほうが強く、また、その効果は情動的思考に
媒介されていたことから、情動的な思考が態
度変化を促進するメカニズムが示された。さ
らに、メッセージにより喚起された怒り感情、
または、恐怖感情の効果を検討した実験では、
問題の不当さを批判し、その解決を主張する
怒りを喚起するメッセージの場合は、批判の
対象となっている問題が不当であることの
認知を強め、解決を志向させることによって、
メッセージへの賛同を高めていた。一方、恐
怖を訴えるメッセージの場合は、脅威となる
事態が生じる可能性認知が高まり、危険の回
避を志向させることによって、メッセージへ
の賛同を高めていた。格差に関するメッセー
ジを一般に伝える際、不当さや格差がもたら
す脅威に焦点が当てられることが多いが、こ
れらの研究は、それぞれにおいて、メッセー
ジ受容促進に怒りや恐怖による情動的思考
が促進されることの効果を示唆するもので
ある。 
③ステレオタイプ的判断についての実験 

存在脅威活性化の影響と、平等主義的社会
規範の活性化の影響を検討する実験を実施
した。実験はいずれも性役割ステレオタイプ
を対象にして、ＩＡＴを用いてステレオタイ
プ活性を測定したものである。存在脅威に関
しては、恐怖管理理論の予測どおり、死すべ
き運命の顕現化が、我々の文化的価値観の一
部であるジェンダーステレオタイプを支持
する反応を促進した。また、平等概念に関連
する語のプライミング操作の効果を検討し
た実験からは、平等概念の活性化による、ス
テレオタイプ活性抑制効果が認められた。ス
テレオタイプ的反応は、協同を抑制する変数
となることが調査研究から示されており、協
同を抑制、促進する社会的認知要因が、これ
らの実験で同定された。 
 (3) 支援促進や格差解消を促進する社会介
入の可能性と倫理的・方法論的問題の検討 

日本心理学会、日本社会心理学会、科学哲
学会等のワークショップ、シンポジウムにお



 

 

いて、社会制度の設計に対して、人々の態度
や行動を変える操作を提言することで、社会
心理学が背負う責任や倫理的問題や方法論
上の問題点について議論を行った。議論では、
社会心理学、特に、社会的認知研究が、実社
会での制度設計に対しての有益な提言を行
うために、扱う変数の主観性に以下に基盤を
持たせるかが、課題のひとつであることが論
じられた。研究が「社会的」であるためには、
感情や動機、意図などが果たす役割を扱うこ
とが不可欠であるが、外部からの実学的要請
に答えるためには、「動機」「意図」といった
構成概念と「環境」や「行動」といった実学
において重視される諸要素との関連を科学
的に明らかにしていく必要がある。すなわち、
人が置かれた社会環境内の諸条件とその中
での行動を結ぶ仕組みとして、行為者の「こ
ころ」の動機や意図などの概念に焦点を当て、
「環境→動機などの構成概念→行動」という
モデルに従った行動変容のための提言を求
められるという結論を得た。 
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